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T
K
C
神
奈
川
会
の
吉
野
太
会
長
が
代
表
社
員

を
務
め
る
風
和
税
理
士
法
人
に
お
い
て
国
税
庁

に
よ
る
T
K
C
会
員
事
務
所
見
学
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
国
税
庁
か
ら
山
里
崇
課

税
企
画
官
、
鈴
木
淳
課
税
総
括
課
課
長
補
佐
を

は
じ
め
、6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、T
K
C

側
は
、
吉
野
太
T
K
C
神
奈
川
会
会
長
、
風
和

税
理
士
法
人
の
巡
回
監
査
士
で
あ
る
坂
本
愛
子

氏
、
高
須
亮
二
T
K
C
全
国
会
事
務
局
次
長
が

出
席
し
、
会
計
事
務
所
お
よ
び
関
与
先
企
業
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
践
事
例
や
巡
回
監
査

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
幅
広
い
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
シ
ー
ム
レ
ス
を
実
演

⑴
T
K
C
会
員
事
務
所
の
取
り
組
み

冒
頭
、
吉
野
会
長
か
ら
、
T
K
C
会
計
人
が

実
践
す
る
月
次
巡
回
監
査
、
書
面
添
付
お
よ
び

関
与
先
企
業
支
援
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
A
I
や
ク
ラ
ウ
ド
技
術
の
活
用
が
進

む
中
で
も
、「
適
時
・
正
確
な
会
計
帳
簿
の
作

成
」
と
「
事
実
確
認
」
が
税
理
士
の
最
も
重
要

な
役
割
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
月
次
巡
回
監
査

を
継
続
し
て
実
践
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
月
次
巡
回
監
査
は
単
な
る
帳
簿
の
確

認
で
は
な
く
、
経
営
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
現

状
を
正
し
く
把
握
し
、
業
績
管
理
や
意
思
決
定

を
支
援
す
る
重
要
な
業
務
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

フ
ラ
ン
ス
等

に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
化
や

書
面
添
付
と

類
似
し
た
制

度
の
事
例
も

紹
介
さ
れ
、

デ
ジ
タ
ル
化

が
進
展
す
る

国
税
庁
に
よ
る

Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
事
務
所
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

■
と
　
き
：
令
和
8
年
8
月
21
日
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15
時
〜
17
時
30
分

■
と
こ
ろ
：
風
和
税
理
士
法
人
（
代
表
社
員
：
吉
野
太
T
K
C
神
奈
川
会
会
長
）
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時
代
に
お
い
て
も
、「
最
終
的
に
は
専
門
家
に

よ
る
確
認
と
責
任
あ
る
判
断
が
不
可
欠
で
あ

る
」
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
T
K
C
シ
ス
テ
ム
の
特
長
を
解
説

続
い
て
、
巡
回
監
査
士
の
坂
本
愛
子
氏
が
、

風
和
税
理
士
法
人
と
そ
の
関
係
会
社
の
実
デ
ー

タ
を
用
い
て
、
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
送
受
信

か
ら
仕
訳
生
成
ま
で
の
流
れ
を
実
演
し
ま
し
た
。

次
に
、
吉
野
会
長
か
ら
、
証
憑
保
存
機
能
、

A
I
‐
O
C
R
に
よ
る
証
憑
読
取
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
と
の
デ
ー
タ
連
携
（
銀
行

信
販
デ
ー
タ
受
信
機
能
）、
ド
ロ
ッ
プ
仕
訳
に

よ
る
自
動
仕
訳
、
3
6
5
日
変
動
損
益
計
算
書

に
よ
る
業
績
管
理
、
F
X
ク
ラ
ウ
ド
の
巡
回
監

査
機
能
に
よ
る
確
認
事
項
ま
で
、
一
連
の
流
れ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
デ
ジ
タ
ル
化
は
目
的
で
は
な

く
手
段
で
あ
る
」
と
の
考
え
の
も
と
、
会
計
デ

ー
タ
を
迅
速
か
つ
正
確
に
作
成
し
、
経
営
者
に

よ
る
業
績
管
理
や
経
営
改
善
に
結
び
付
け
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
T
K
C
シ
ス
テ
ム
で
は
、
単
な
る
自

動
化
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
会
計
帳
簿
の

適
時
性
と
正
確
性
を
確
保
す
る
た
め
、
電
子
証

憑
と
仕
訳
の
紐
付
け
や
監
査
記
録
の
保
存
な
ど
、

人
に
よ
る
確
認
を
前
提
と
し
た
仕
組
み
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

⑶
巡
回
監
査
機
能
の
解
説

会
計
事
務
所
側
の
巡
回
監
査
機
能
に
つ
い
て

も
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
監
査
担
当
者
が
取

引
ご
と
に
確
認
結
果
を
記
録
し
、
必
要
に
応
じ

て
関
与
先
と
の
確
認
事
項
や
所
内
メ
モ
（
付
箋

機
能
）
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
巡
回
監

査
の
結
果
を
経
営
者
へ
電
子
的
に
報
告
す
る
仕

組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
証
憑
書
類
と
会
計

デ
ー
タ
を
紐
付
け
た
上
で
巡
回
監
査
を
実
施
し
、

そ
の
履
歴
が
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
月
次
巡

回
監
査
の
品
質
向
上
と
説
明
責
任
の
担
保
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、活
発
に
意
見
交
換

国
税
庁
の
参
加
者
か
ら
は
多
く
の
質
問
が
寄

せ
ら
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ペ
ポ
ル
イ
ン
ボ
イ
ス
の
送
受
信

か
ら
証
憑
保
存
、
仕
訳
計
上
ま
で
の
実
務
運
用

や
、
電
子
証
憑
・
銀
行
デ
ー
タ
・
会
計
帳
簿
が

有
機
的
に
連
携
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
質
問
が
あ
り
、
高
い
関
心
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
仕
訳
の
自
動
化
や
デ
ジ
タ
ル
イ
ン

ボ
イ
ス
の
活
用
が
単
な
る
事
務
効
率
化
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
帳
簿
の
適
時
性
・
正
確
性
の
向
上
」

や
「
事
業
者
の
業
績
管
理
・
経
営
改
善
」
に
結

び
付
い
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
理
解
が
深
ま
っ

た
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
F
X
ク
ラ
ウ
ド
の
巡
回
監
査
機
能
に

つ
い
て
も
、
証
憑
と
会
計
デ
ー
タ
を
紐
付
け
て

監
査
し
、
そ
の
結
果
を
関
与
先
企
業
と
共
有
す

る
仕
組
み
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

監
査
結
果
や
指
導
履
歴
が
電
子
的
に
保
存
さ
れ

る
こ
と
や
、
事
業
者
と
会
計
事
務
所
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
履
歴
を
確
認
で
き
る
こ
と
、

月次巡回監査と書面添付の意義を説明する吉野太TKC神奈川会会長
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月
次
巡
回
監
査
の
品
質
管
理
が
シ
ス
テ
ム
上
で

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
関
心
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
見
学
会
の
感
想

と
し
て
「
会
計
事
務
所
が
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
経
営
改
善
を
支
援
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
」、「
現
場
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
活
用
の
実
態
を
確
認
で
き
、
大
変
参

考
に
な
っ
た
」、「
電
子
帳
簿
保
存
法
や
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
利
用
促
進
を
考
え
る
上
で
有
意
義

な
機
会
と
な
っ
た
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に

今
回
の
見
学
会
を
通
じ
て
、
国
税
庁
参
加
者

に
は
「
T
K
C
会
員
事
務
所
が
巡
回
監
査
を
基

盤
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
中
小

企
業
の
黒
字
決
算
と
適
正
申
告
を
支
援
し
て
い

る
こ
と
」
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
計
事
務
所
が
事
業

者
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
重
要
な
担
い
手

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
認
識
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
、
国
税
庁
と
T
K
C
会
員
事
務
所
双

方
に
と
っ
て
有
意
義
な
意
見
交
換
の
場
と
な
る

と
と
も
に
、
今
後
の
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
支

援
や
税
務
行
政
の
発
展
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る

連
携
が
期
待
さ
れ
る
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
T
K
C
全
国
会
事
務
局　

高
須
亮
二
）

AIの進展を前提に、「適切に活用していく」ことが重要
第53回TKC全国役員大会への参加を通じて
国税庁長官官房参事官課長補佐　平川祥弘

　このたびは第53回TKC全国役員大会にお招きいただき、誠にありがとう
ございました。大会を通じて、税務・会計を取り巻く環境が大きく変化す
る中にあっても、専門家としての役割を果たそうとするTKC会員の皆さま
の熱意を感じる機会となりました。
　今回の大会では、9月末から提供が開始されるAIエージェントに関する
発表やデモンストレーションが行われており、税務・会計分野においてもAI活用が新たな局面を
迎えつつあることを実感しました。中でも印象的であったのは、AIの機能そのものではなく、「税
理士がAIをどのように活用すべきか」という視点から、その役割や限界、あるべき活用の姿につ
いて丁寧に整理・検討されていたことです。
　AIが定型業務や情報整理を支援する一方で、最終的な判断や顧問先との対話、事実確認は専門
家が担うべきであるという考え方は、AIとの健全な協働の在り方を考える上で大変示唆に富むも
のでした。
　AI技術の進展によって税務・会計分野は大きな変革期を迎えています。
　こうした中、税理士が専門家としての役割を果たしながら、デジタル技術を適切に活用してい
くことは、納税者利便の向上や事業者のデジタル化の推進という、私どもと共通する課題への対
応にもつながるものと考えます。今後も、税務・会計を取り巻く環境変化に対応しながら、国税
当局と税理士がそれぞれの立場で責務を果たし、より良い環境づくりに取り組んでいくことが重
要であると、改めて感じました。

※第53回TKC全国役員大会にご参加いただいた国税庁長官官房参事官課長補佐の平川祥弘様より、役員大会に参加されてのコメントをいただき
ましたので掲載します。

1枚のカードに、経営者向け・金融機関向けの解説がまとめられているため、本カードを手渡すことで、経営者に対しては金融
機関に対する書面添付制度の効果を、金融機関担当者に対しては書面添付制度が国が認めた制度であることなどを、併せて
伝えることができます。本カードを希望される場合は、担当の地域会事務局またはSCGサービスセンターへお問い合わせください。

金融機関担当者に
対して、書面添付
実践企業が信頼
性向上に寄与する
理由を分かりやす
く伝えることがで
きます。

経営者に対して、
書面添付の価値や
中小企業にもたら
すメリット（税務
調査の省略・効率
化）を分かりやす
く伝えることがで
きます。

経
営
者
に
向
け
た
詳
細
解
説

金
融
機
関
担
当
者
に
向
け
た
詳
細
解
説

名刺サイズ
８頁・フルカラー

「経営者」「金融機関担当者」へ、
書面添付の効果を端的に解説。

「書面添付推進カード（名刺サイズ）」を活用しよう！
本カードは名刺ケースに収まるサイズのため、企業経営者（関与見込先）との面談や訪問時の雑談、また、金融
機関担当者との面談や交流会等の場において、自然に手渡すことができます。日常業務の常備ツールとして、
ぜひご活用ください。

頁を開くと

右の扉を開くと

左の扉を開くと


